
●受付時間（※診察時間ではありません）

【新来患者様】

　受付時間は、午前８時～午前11時30分です。

　問診票にご記入のうえ、保険証またはマイナンバーカードと一緒に総合案内窓口へご提示ください。

　また、紹介状を持参されている場合も、保険証等またはマイナンバーカードと一緒に窓口へご提示ください。

　　・初めて当院で受診される方。

　　・今回受診される診療科が初めての方。

　　・受診診療科が前回の受診から６ヶ月以上経過している方

【再来患者様】

　自動受付機で、診察券（ I D カード）により受付を行います。

　なお、紹介状を持参されている場合は、来院時に受付窓口または各ブロック受付へお渡しください。

　　・予約のない患者様 ： 午前７時30分～午前11時30分までに受付を済ませてください。

　　・予約のある患者様 ： 予約時間の少し前に来院してください。

●各科診療について

　　＊１) 糖尿病合併症外来（内科専門外来）について

水曜日のみの予約制です。

かかりつけ医を通して患者総合支援センターへお申し込みください。

　　＊２) 緩和ケア外来について

　　＊３) 脳神経内科外来について

月・火・木曜日の予約制です。

かかりつけ医を通して患者総合支援センターへお申込みください。

　　＊４） 認知症疾患医療センター外来について

予約については認知症疾患医療センターへご相談ください。　TEL ０７９５-２５-２００６（直通）

　　＊５） 循環器内科外来について

月・水曜日の予約患者様の診察については、前日までに、かかりつけ医からの診察予約が必要になります。

　　＊６） 禁煙外来について（禁煙治療薬の出荷停止のため受入れを一時中止しています。）

水曜日の予約制です。予約については医事課または、当院受診中の主治医にご相談ください。

　　＊７） 精神科診療について

月～金曜日の予約制です。予約については精神科外来へご相談ください。

　　＊８) 乳腺外科の遺伝相談外来について

火曜日の予約制です。予約については乳腺外科へご相談ください。

　  乳腺外科のセカンドオピニオン外来について

水曜日午前の予約制です。予約については乳腺外科へご相談ください。

火・木曜日のみの予約制です。各診療科外来、患者総合支援センター（緩和ケア相談）にご相談ください。

原則かかりつけ医から診療・相談を受け、糖尿病の合併症の評価や療養指導等を行い、その結果も含めて

かかりつけ医にご報告させていただく外来です。
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医療サービスの質について 

      高評価を受けました！ 

 

当 院 は 、 平 成 13 年 ６ 月 に 初 め て 認 定 を 受 け

て か ら 、 今 回 （ 令 和 ３ 年 12 月 ） で ５ 回 目 の 認

定 と な り ま す 。  

 病 院 機 能 評 価 は 、 公 益 財 団 法 人 日 本 医 療 機 能

評 価 機 構 が 中 立 的 ・ 専 門 的 な 見 地 か ら 、 医 療 サ

ー ビ ス の 質 に 関 し て 評 価 し 認 定 す る 制 度 の こ と

で す 。 医 療 の 質 や 安 全 の 確 保 、 患 者 サ ー ビ ス 等

の 審 査 項 目 が あ り 、 こ の 審 査 で 認 定 を 受 け た 病

院 は 、 安 心 し て 利 用 で き る 一 定 水 準 以 上 の 医 療

機 能 を 持 つ 病 院 と い う こ と に な り ま す 。  

 今 後 も 、 病 院 の 理 念 「 地 域 に 信 頼 さ れ る 良 質

な 医 療 の 提 供 」 を 実 践 す る た め 、 地 域 社 会 に よ

り 一 層 貢 献 し 、 安 心 で 、 皆 様 の 期 待 に 応 え ら れ

る 西 脇 病 院 で あ り 続 け る よ う 、 職 員 一 丸 と な っ

て 努 力 し て ま い り ま す 。  

 

【西 脇市立西脇病院  TEL 0795-22-0111  FAX  0795-23-4580】  

１  ８  

西 脇 市 立 西 脇 病 院  Nishiwaki Municipal hospita  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小児科 部長 森
も り

 一越
かずえつ

 
（日本小児科学会専門医、日本腎臓学会専門医 ） 

２

小 児 の 腎 尿 路 疾 患 は 、 先 天 性 の 奇 形 か ら 夜 尿 症 や 慢 性 腎 炎 ま で 多 岐 に 亘

り ま す 。 手 術 適 応 の あ る も の は 泌 尿 器 科 に お 願 い す る 他 あ り ま せ ん が 、 そ

の 見 極 め と 同 時 に 内 科 的 に 対 処 で き る も の を 担 当 す る の が 私 た ち の 役 目 で

す 。  

 乳 児 の 細 菌 感 染 で と て も 多 い 疾 患 が 尿

路 感 染 症 で す 。 膀 胱 尿 管 逆 流 な ど の 形 態

異 常 が 絡 ん で い る こ と も 多 く 、 エ コ ー や

VCUG（ 排 尿 時 膀 胱 尿 道 造 影 ： 図 １ ） で

異 常 の 有 無 や 程 度 を 判 定 し ま す 。 高 度 の

膀 胱 尿 管 逆 流 や 尿 道 狭 窄 な ど が あ れ ば 手

術 を お 薦 め し ま す し 、 中 等 度 以 下 で あ れ

ば 内 科 的 に 対 応 し て い き ま す 。  

【  図 １ ： 左 膀 胱 尿 管 逆 流 grade Ⅲ  】  

 

＜ 尿 路 感 染 症 ＞  

＜ 夜 尿 症 ＞  

 排 尿 の メ カ ニ ズ ム は と て も デ リ ケ ー

ト で 、 ト レ ー ニ ン グ を 重 ね て も 自 在 に

操 る こ と は 難 し い も の で す 。 ３ 歳 ご ろ

ま で に 昼 間 の オ ム ツ が と れ て も 、 夜 は

ま だ と 言 う 児 は と て も 多 く 、 図 ２ の 通

り 年 齢 が 上 が る と 夜 尿 の 割 合 は 減 少 し

ま す 。 そ れ 故 幼 児 期 の 夜 尿 は お ね し ょ

と 言 い 、 う ま く 出 来 て 欲 し い 学 童 期 以

降 の 夜 尿 は 夜 尿 症 と い う 病 名 で 呼 び ま

す 。  

 

【  図 ２ ： 夜 尿 の 割 合  】  

 

　　　　【新来患者様（初診）】　午前８時～午前11時30分までに受付を済ませてください。

　　　　　（※診療科によっては、受付終了時間が午前11時までとなっていますので、あらかじめご確認のうえ受診をお願いします。）

　　　　【再来患者様（再診）】　予約のない患者様は、午前7時30分～午前11時30分までに受付を済ませてください。

（＊については、別途説明をご覧ください。）

(予約・紹介患者様のみ)

（腎臓）

（肝臓）

宮田　恵吉

田中　雄悟

土井　健史

（循環器）

〔午前診〕〔第４金曜日〕

外来診療担当医師一覧表（令和３年12月1日から）

三輪　教子三輪　教子

〔完全予約制〕

松井　利充
鈴木　知秀

血 液 内 科

精　神   科
〔完全予約制〕

北播磨総合医療センター
　　　　　　　 担当医

　リウマチ・膠原病
　　　　　　専門外来

伊藤　　篤
〔午前診〕

蝶野　晃弘松岡　宏樹

〔第１・２・３・５ 金曜日〕

北播磨総合医療センター
　　　　　　　 担当医

伊藤　達也

担当医
(初診・紹介患者様のみ)

担当医
(初診・紹介患者様のみ)

野村　和久

濵岡　　大

崎野　美和子

松田　　彩

佐藤　啓三
(紹介・再診予約のみ)

〔第１金曜日〕

伊藤　卓資

松田　　彩

伊藤　　淳深澤　高広

梅村　　薫

【西 脇 市 立 西 脇 病 院　　TEL　0795-22-0111 　　FAX　0795-23-4580】

〔第３金曜日〕

深澤　高広

坂口　俊也

阿江  　 孝

梅村　　薫 梅村　　薫

崎野　美和子

〔午後診〕

崎野　美和子

坂口　俊也

宮井　大介

庄瀬　裕康

濵岡　　大

松田　　彩

野村　和久

板谷　浩志 板谷　浩志

神戸大学医学部附属病院
　　　　　　　　担当医

放 射 線 科
金川　公夫 金川　公夫

坂口　俊也

放射線治療

松田　　彩歯科口腔外科
宮井　大介

担当医

宮井　大介

崎野　美和子

宮井　大介

坂口　俊也

(予約・紹介患者様のみ)

耳鼻いんこう科
（受付は午前11時まで）

神戸大学医学部附属病院
　　　　　　　　担当医

神戸大学医学部附属病院
　　　　　　　　担当医

産 婦 人 科 阿江  　孝
(予約・紹介患者様のみ)

阿江  　 孝

野村　和久
野村　和久

(予約・紹介患者様のみ)

眼　　　科
板谷　浩志

板谷　浩志

〔午後診〕

泌 尿 器 科 植木　　秀登 藤本　卓也

皮　膚　科

藤川　義明 藤川　義明 藤川　義明 藤川　義明 藤川　義明

梅村　　薫

濵岡　　大

梅村　　薫

濵岡　　大

片山  重則

脳神経外科 澤　　秀樹 内橋  義人片山  重則

濵岡　　大

禁 煙 外 来

大内　聖士
大内　聖士
伊藤　　淳
佐藤　啓三

(紹介・再診予約のみ)

（セカンドオピニオン外来）

三輪  教子

佐伯　啓介森　　一越

〔午前診〕
　　外来は予約のみ
　　ただし、遺伝相談

〔第１・２・３・４火曜日〕〔完全予約制〕

鎌田　雄輝

〔第１・３・５ 月曜日〕

小　児　科
（受付は午前11時まで）

辰岡　浩樹

松井　利充

担当医

新藤　良太

丸岡　眞澄

〔第2・4月曜日〕

石原　正治

(予約・紹介患者様のみ) (予約・紹介患者様のみ)

大柳　光正
(予約患者様のみ)

近都　正幸

〔第５月曜日〕

担当医

木村　俊雄

小田島　進

櫻本  博也
大隅　祐人

〔第２木曜日〕

大柳　光正
〔午後診〕

(予約患者様のみ)

呼吸器内科

髙田　真利子

〔完全予約制〕

脳神経内科
〔第１・３・５ 月曜日〕

(予約・紹介患者様のみ)

佐藤　一彦

(予約・紹介患者様のみ)

〔午後診〕

緩和ケア外来

（腎臓）〔午後診〕

佐藤　一彦

〔完全予約制〕

内
　
　
　
科

伊藤　彩希

（糖尿・内分泌）専門外来
清水　真央 志智　大城

木村　祥子

(予約・紹介患者様のみ)

来住　稔／深澤圭以子

（糖尿病合併症）

金銅　研吾 野々口　瞳

辻　　竜介
〔午後診〕

深澤　圭以子

　 認知症疾患医療センター

    外来〔完全予約制〕
佐藤　一彦

再診２

武地　美保
〔午後診〕

再診３ 元生　和宏
〔午後診〕

小出　　亮

(予約患者様のみ)

齋藤　修一郎

再診４ 〔午後診〕

診　療　科 月

辻　　竜介

柏木　貴雄平田　珠希

総合内科(初診)

柏木　明香 堀　　 順子

再診１ 堀　　順子

金火 水

岩井　正秀

宮田　恵吉 武地　美保

上吉川　泰佑 古本　恵理子

木村　祥子

〔第１・５木曜日〕

辰岡　浩樹

佐藤　一彦

櫻本  博也

櫻本  博也
(再診予約のみ)

柏木　明香

(予約患者様のみ)

木村　祥子

木

岩井　正秀

佐藤　一彦

向江　翔太

丸岡　眞澄

外     　科

乳 腺 外 科

呼吸器外科

来住   　稔

心臓血管外科

整 形 外 科
（火・木曜日の受付は
　　　午前11時まで）

中谷　尚子

（腎　臓）(予約患者様のみ)

担当医

〔第１・３月曜日〕

〔第１・３・５ 木曜日〕 (予約患者様のみ)

循環器内科
〔第1・3月曜日〕

宮本　　至

　　（木曜日の受付は
　　　　　午前11時まで）

担当医

(予約・紹介患者様のみ)

〔午後診〕

〔午前診〕
  脳血管内治療外来

吉治　　誠千田　友佳

折戸　　彬

担当医

井口     基

三輪  教子

許　　永龍

森　　一越

〔第３・４木曜日〕

畑澤　圭子
〔午前診〕

許　　永龍

佐伯　啓介

＊6）

＊4）

＊2）

＊5）

＊3）

＊1）

＊7）

*８）

受入れ一時停止中
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夜 尿 症 は 、 単 純 に 考 え て ３ つ の タ イ プ に 分 か れ ま す 。 夜 の 尿 量 が 多 い

多 尿 型 、 膀 胱 が 小 さ い 膀 胱 型 、 そ し て そ の ２ つ の 混 合 型 で す 。 夜 間 は 眠

っ て 休 息 を と る た め 、 尿 は ホ ル モ ン に よ っ て 濃 縮 さ れ 量 が 少 な く な り ま

す 。 し か し 、 尿 量 が 減 っ て も 膀 胱 が そ れ よ り 小 さ け れ ば 漏 れ 出 て し ま い

ま す 。 表 １ の よ う に 正 常 の 夜 間 尿 量 は 、 年 齢 に よ っ て 差 が あ り ま す 。 夜

尿 の 量 （ ふ と ん や オ ム ツ に つ い た 量 ） と 朝 一 番 の 尿 量 を 足 し た 量 が 、 夜

間 尿 量 で す 。 尿 の 濃 さ は 、 朝 一 番 の 尿 の 浸 透 圧 を 計 測 し ま す 。 ガ マ ン 尿

は 膀 胱 の 大 き さ を 表 し ま す が 、 こ れ も 表 ２ の よ う に 年 齢 に よ っ て 差 が あ

り ま す 。 こ れ ら を 確 認 す る こ と に よ り タ イ プ 分 け を 実 施 し 、 対 応 方 針 を

決 定 し て い き ま す 。  

ま た 病 的 な 尿 漏 れ に つ い て は 、 対 応 を 迅 速 に 考 え る 必 要 が あ り ま す 。

① 昼 間 に 尿 や 糞 便 を 漏 ら し て し ま う 人 、 ② 尿 路 感 染 症 を 繰 り 返 し て い る

人 、 ③ 一 時 夜 尿 が 消 失 し た の に 再 開 し て し ま っ た 人 な ど は 、 腎 尿 路 の 形

態 異 常 が 隠 れ て い る 場 合 が あ り 、 早 め に 相 談 し て い た だ く こ と を お 薦 め

い た し ま す 。  

【  表 2 】  

正 常 の ガ マ ン 尿 量  

小 学 校 1 年 生  150cc 以 上  

2 年 生  200cc 以 上  

3 年 生 以 降  250cc 以 上  

 

【  表 1 】  

正 常 の 夜 間 尿 量  

小 学 校 1～ 3 年 生  200cc 以 下  

4 年 生 以 降  250cc 以 下  

 

＜ 慢 性 腎 炎 ＞  

学 校 検 尿 で 毎 年 受 験 者 の ３ %程 度 の 児 が 尿 異 常 を 指 摘 さ れ ま す が 、 病

的 な 疾 患 は そ の う ち の 1/10 以 下 で す 。 こ の 中 に 慢 性 腎 炎 が 含 ま れ て

お り 、 早 期 発 見 す る こ と に よ り 早 期 治 療 が 可 能 で す 。 肉 眼 的 血 尿 や 浮 腫

で 発 見 さ れ る こ と も あ り ま す が 、 末 期 腎 不 全 へ 至 る 疾 患 を 内 科 的 治 療 で

改 善 、 治 癒 さ せ る こ と が 求 め ら れ ま す 。 臨 床 症 状 、 血 液 ・ 尿 所 見 及 び 腎

組 織 検 査 を 実 施 す る こ と で 治 療 方 針 を 決 定 し ま す の で 、 是 非 ご 相 談 く だ

さ い 。  

診 療 科  月  火  水  木  金  

小 児 科  
（受付は午前 11 時まで）    

森  一 越  佐 伯  啓 介  中 谷  尚 子  

許  永 龍  佐 伯  啓 介  

森  一 越  

（ 腎 臓 ）  

（予約患者様のみ） 

【第１・３・５木曜日】 

許  永 龍  

（ 循 環 器 ）  

（予約患者様のみ） 

 

６  ３  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リハビリテーション部 技師長 鵜鷹
う た か

 正敏
まさ と し

 

部 門 紹 介  

現 在 、 28 名 (理 学 療 法 士 15 名 ・ 作 業 療 法 士 8 名 ・ 言 語 聴 覚 士 5 名 )の 療

法 士 が 在 籍 し て お り 、 来 年 度 は さ ら に 増 員 予 定 で す 。  

診 療 体 制 は 依 頼 後 か ら 早 期 に 介 入 し 、 疾 患 の 治 療 と 並 行 し て 積 極 的 に 機

能 回 復 を 進 め 、 状 態 に 応 じ て 介 入 時 間 の 拡 大 を 行 っ て い ま す 。  

休 日 診 療 に 関 し て は 、 入 院 患 者 様 に 限 定 し て 4 回 /月 介 入 し て い ま す が 、

今 後 は さ ら に 拡 大 予 定 で す 。  

最 近 で は 「 が ん の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 研 修 」 な ど 専 門 性 に 特 化 し た 分 野

の 人 材 育 成 も す す め て お り 、 今 ま で 以 上 に 情 報 共 有 や 幅 広 い 技 術 の 習 得 を

心 が け 、 療 法 士 間 で 格 差 の な い リ ハ ビ リ サ ー ビ ス を 提 供 で き る よ う に 取 り

組 ん で い ま す 。  

開 業 医 の 先 生 方 へ  

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部 で は 、 開 業 医 の 先 生 方 や ス タ ッ フ の 方 々 と 患 者

様 の 早 期 の 在 宅 復 帰 を 目 標 に 常 に 情 報 交 換 が 必 要 と 感 じ て お り ま す 。 患

者 様 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 見 学 や 情 報 提 供 に 関 し て は 感 染 対 策 に 留 意 し

な が ら 出 来 る だ け 対 応 さ せ て い た だ き ま す の で 、 お 気 軽 に ご 連 絡 く だ さ

い 。 (内 線 565) 

ま た 、 以 前 か ら 地 域 の 介 護 予 防 事 業 に 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 が 参 画

し て お り ま す 。 最 近 で は 、 西 脇 市 が 行 う 「 フ レ イ ル 予 防 訪 問 指 導 事 業 」

へ の 参 画 や 「 お り ひ め 体 操 ３ 」 を 作 成 し て 市 民 の 皆 様 の 健 康 維 持 推 進 に

も 取 り 組 ん で お り ま す 。  

 

≪  言 語 聴 覚 療 法  ≫  

 言 語 聴 覚 療 法 で は 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン 機 能 や 高 次 脳 機 能 、 摂 食 嚥 下 機 能

に 障 害 の あ る 方 に 対 し 、 評 価 ・ 訓 練 を

行 い ま す 。 患 者 様 が ゆ っ た り と 集 中 し

て 取 り 組 め る よ う 、 言 語 聴 覚 士 と １ 対

１ で リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン が で き る 環 境

が 整 っ て い ま す 。  

≪  理 学 療 法  ≫  

 理 学 療 法 で は 、 運 動 療 法 や 基 本 動 作

訓 練 、 物 理 療 法 を 用 い て 動 作 改 善 を 行

い 、 ADL・ QOL の 向 上 を 目 指 し ま す 。  

 理 学 療 法 室 に は 様 々 な 機 器 が あ り 、

患 者 様 の 状 態 に 合 わ せ て 運 動 機 能 回 復

や 体 力 増 強 に 利 用 し て い ま す 。  

≪  作 業 療 法  ≫  

 作 業 療 法 は 、 日 常 生 活 動 作 の 練 習 や

レ ク リ エ ー シ ョ ン な ど 色 々 な 作 業 を 通

し て 、 心 身 機 能 や 生 活 技 能 の 向 上 を 図

り ま す 。 患 者 様 が 少 し で も 早 く 家 庭 や

地 域 に 復 帰 し 、 そ の 人 ら し く 活 き 活 き

と 生 活 さ れ る こ と を 目 指 し て 訓 練 を 実

施 し て い ま す 。  患 者 総 合 支 援 セ ン タ ー  

医 療 連 携 課  

５  ４  

日 頃 は 、 当 院 の 地 域 医 療 連 携 の 推 進 に ご 理 解 と ご 協 力 を い た だ

き あ り が と う ご ざ い ま す 。  

当 院 で は 、 地 域 の 先 生 方 と の 連 携 を よ り 密 に す る た め の 「 内 科

ホ ッ ト ラ イ ン 」 の 開 設 、 患 者 紹 介 手 続 き に お け る 利 便 性 向 上 の た

め の Ｆ Ａ Ｘ 予 約 受 付 時 間 の 延 長 な ど 新 た な 取 り 組 み を 行 っ て き た

と こ ろ で す 。  

今 後 も 、 各 科 の 診 療 内 容 や 各 部 門 に お い て 実 施 可 能 な 検 査 内 容

な ど の 情 報 提 供 を 行 い つ つ 、 地 域 の 先 生 方 か ら 信 頼 さ れ る 病 院 を

目 指 し 診 療 体 制 の 強 化 に 努 め て ま い り ま す の で 、 ご 支 援 の ほ ど よ

ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 


